
鑑賞を通して対話しながら自分の見方や感じ方を
広げる造形活動

美術館との連携 題材名「どうぶつさんといっしょ」

栃木県日光市立南原小学校 授業者：福田美由紀 対象：小学2年生 授業日：令和7年10月12日

対話を通して動物の特徴，作品を描いた人の思い，児童

同士の感じ方の違い等を話し合うことで，作品の見方・感

じ方を広げることができた。

自分の思いを伝え合うことや，友達の思いに共感したり・

感じ方の違いに気づいたりすることで新たな気づきが生ま

れた。

動物の様子や動きを捉えた感想や友達の意見を聞いた

感想などを振り返りながら，色の塗り方などを観察し動物

の特徴を捉えることができた。

作品を見て感じたことや気付きを共感し児童同士をつな

げることで，児童の思いを共感し，言語化することができた。

１．ふれあったことがある動物や好きな動物とどんなことをしたいか考

える。

２．画用紙にイメージした動物としたいことを描く。

３．選んだ動物の色の塗り方を考える。作品を見た

ときのことを思い出し，触り心地や特徴を意識

して色を塗る。

栃木県小学校教育研究会上都賀支部図画工作部会のその他の取り組みは・・・

本部会では，美術館と連携したその他の取り組みを行っています。右の二次元コードから小杉放菴記念日光美術館

のホームページにアクセスし，ＴＯＰページの新着情報「8月19日 上都賀支部 図画工作部会の美術館との連携の取

組紹介」からご覧いただくことができます。公開期間は9月19日（土）までとなります。

上都賀地区においては，日光市の小杉放菴記念日光美術館，

鹿沼市の川上澄生美術館を代表とする芸術作品に触れることの

できる施設が点在する。この地域の特性を子どもたちの成長を

支える強みとして授業に取り入れることで，子ども同士の協働や

対話を促し，一人一人の表現やものの見方を豊かにすることが

できると考えた。

そこで，美術館との協力を得て様々な授業形態を試み，学習指

導要領で示すところの「主体的・対話的で深い学び」の実現を

子どもたちの造形活動につなげる実践を推進することにした。

研究の概要

関東ブロ造形栃木大会のテーマは，「楽しいが続く 造形の

旅」キーワードは，楽しい・主体的・対話的で深い学びである。

また，本地区は，分科会２ テーマ 「子ども同士の協働や対話

を基に作品の主題がより明確になったり，価値観が広がったり

したこと」を受けて，研究主題を「かかわりを通して，表現やも

のの見方を豊かにしていく子どもの育成」とした。

研究主題に沿って指導ポイントを「鑑賞を生かした造形力の

育成」とし，単元を通して，育てたい図工科の資質・能力（ゴー

ルの姿）に向かって，作品を作り上げることのできる児童の育

成を目指した。

授業の中で協働する⇒対話する⇒作りたい物のイメージや

特徴をもつ⇒作品作りに取り組む⇒自分の思いや願いを表

現する楽しさを味わうという活動の流れにより本大会のテーマ

に迫る授業実践を行った。

研究との関連

・日光市の小杉放菴記念美術館に依頼し，動物の絵画や版

画，立体作品の鑑賞を行った。

・作品鑑賞では，三つの対話「学芸員の方との対話」「教師と

の対話」「友達との対話」を活動の中に取り入れて作品鑑賞

を行った。

・作品鑑賞で学んだことを生かして，好きな動物と一緒に過ご

す場面を想像して描く作品作りを行った。

授業実践の概要

作品・材料・道具などのかかわりを通して造形感覚を豊か

にし,作品鑑賞の経験や材料や用具を生かして,自分の作品を

創造的につくったり表したりすることができる児童の育成を目

指す。

【知識・技能】

造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解する

とともに,材料や用具を使い,表し方などを工夫して,創造的に

つくったり表したりすることができる。

【思・判・表】

造形的なよさや美しさ,表したいこと,表し方などについて考え

ることができる。

【主体的態度】

つくりだす喜びを味わうことができる。

目指す児童像の設定

<単元の目標>

見たり遊んだりした動物を思い出して絵に表す。

(1) 「知識及び技能」に関する題材の目標

・ 描きたい場面になるように，形や色を工夫する。

(2) 「思考力，判断力，表現力等」に関する題材の目標

・ 描きたい場面やそのときの気持ちを考える。

(3) 「学びに向かう力，人間性等」に関する題材の目標

・ 動物といっしょにいる場面を描くことを楽しむ。

題材の目標

・動物との関わりを思い出して，動物やそのまわりの形や色に

気づいている。

・表したいことをもとに描き方を工夫して表している。

・動物を見たり触れ合ったりしたときに感じたことから表した

いことを見つけ，どのように表すか考えている。

・自分や友達の表したいことや表し方に着目して，よさや面白

さを感じ取ったり考えたりして，自分の見方や感じ方を広げ

ている。

・動物との関わりを思い出して，絵に表す学習活動にたのしく

取り組もうとしている。

評 価

学芸員との対話を通して 教師との対話を通して

友達との対話を通して 児童の意見や振り返り

作品鑑賞を生かした作品制作

成果 ： 制作する前に鑑賞をしたことで，動物の描き方や場所などをイメージしやすくなった。

対話を通して，様々な考えを聞き，見方や感じ方の視点が広がることできた。

課題 ： 動物の色の塗り方が雑になってしまった。ふわふわした毛の様子やごつごつした触り心地などを表現する技法や友達と制

作中も対話しながら塗り方を考えてもよかった。

成果と課題

小杉放菴記念日光美術館 移動美術館の様子


